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         レスナーTのコーヒーブレイク（T先生のつぶやき） 

         新しい年が明けて間もなく、能登地方の地震のニュース。びっくりしましたね。 

ライフラインの復旧がなかなか進まず、寒い季節に大変な思いをされている方が大勢で心が痛み

ます。被害の多かった地方にお知り合いの方がいらしゃる場合は心配でしょうね。 

ニュースを見ているとやはり東日本大震災の時を思い出してしまいます。震災後、復興の見学で

岩手県をめぐりました。津波で何も無くなった場所に新しい道路や建物が出来ているのを見て人

間の強さを知りました。 

1 年の始まりに悲しいことが起きましたが、きっとまた力強く前に進む日が来ることでしょう。集

団避難をした中学生たちに心からエールを送りたいと思います。 

 

 

オペラ蝶々夫人を観劇して 
           20323 年 8 月 13 日八戸市公会堂ホールにてオペラ「蝶々

夫人」を観てきました。これは日本の藤原歌劇団が公演した

ものです。プッチーニというイタリアの有名な作曲家が日本

を舞台にし、「君が代」「お江戸日本橋」など日本のメロディ

ーをたくさん取り入れて作ったオペラです。 

          

【ストーリー】長崎。没落士族の娘である蝶々さんは母親との 

生活を支えるために芸者をしている。蝶々さんはアメリカ      

海軍士官ピンカートンと結婚する。ピンカートンはすぐに日本に

戻って来ると約束してアメリカに帰ってしまう。蝶々さんは約 

束を信じてピンカートンにそっくりな金髪の男の子を生み育てて待っている。ある

晴れた日、港に彼の乗った船が長崎の港に入る。喜ぶ蝶々さん。しかし彼は蝶々さ

んに会いに来ない。なぜならアメリカ人の奥さんと彼は一緒に日本に戻って来たの

だから。すべてを知った蝶々さんは悲しみ命を絶ってしまう。 

 

美しい舞台装置とオーケストラの生演奏、日本ではなかなか見ることのできない

本物のオペラを日本語訳を字幕で見ながら観劇しました。すばらしかったです。 

発表会おつかれさまでした 
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 昨年の発表会、みなさんおつかれさまでした。 

 コロナもだいぶ落ち着きましたので、全体を 3 部に分けて開催してみました。コロナ

禍の時より、いろんな学年のおともだちの演奏が聞けて良かったですよね。 

普段のレッスンでは自分以外の演奏を聞くチャンスがなかなかありませんよね。他のお

ともだちがどんな感じで演奏するのか、どんな音楽に興味を持っているのか気になり

ますよね。発表会で他のおともだちからたくさん刺激をもらえたと思います。 

次の発表会や普段のレッスンの曲選びや練習に参考にしましょう。 

 

 発表会では当日の意気込みをおうちの方にも聞いてもらってからの演奏になりまし

た。みんな気合が入ってすばらしい演奏でしたよ。 


